
第13回 大名庭園サミット 水戸・東京大会
大会テーマ 「大名庭園 藩主のおもい」

大名庭園民間交流協議会主催

公開シンポジウム 2019年11月11日㈪13：00～16：30

2019年11月11日㈪～12日㈫

演題「水戸藩の庭園　江戸と国元」
講師：原　祐一氏（東京大学埋蔵文化財調査室）

基調講演

テーマトーク 大名庭園民間交流協議会参加団体10団体
コーディネーター：進士　五十八氏（福井県立大学学長）

主　催：大名庭園民間交流協議会、大名庭園サミット水戸・東京大会実行委員会
共　催：公益財団法人 東京都公園協会
後　援：茨城県、茨城県教育委員会、水戸市、水戸市教育委員会 
　　　　文京区、文京区観光協会、公益財団法人文京アカデミー

大名庭園民間交流協議会は、大名庭園固有の価値を見つめ直し、各庭園間の交流と発展を図ることを目指して、10の大名庭園を愛する民間の団体によって運営されています。

コ―ディネーター　進士　五十八
大名庭園民間交流協議会顧問
福井県立大学学長　東京農業大学名誉
教授・元学長農学博士／造園家、これま
でに日本学術会議会員、日本造園学会
会長 など。
日本造園学会賞　上原敬二賞　紫綬褒
章受章 他

講演　原　祐一
東京大学埋蔵文化財調査室助手
國學院大學大学院文学研究科日本史学専攻　博士課程後期単位修得満
期退学（歴史学博士）。向ヶ岡弥生町の研究、水戸藩の研究。德川齊昭が建
立に関わった向ヶ岡記碑の保存修復（文京区文化財）。共著に『よむ・みる・
あるく　東京の歴史４』（吉川弘文館）がある。NPO法人小石川後楽園庭園
保存会理事、日本考古学協会、江戸遺跡研究会、文化財保存修復学会、日
本文化財科学会。日本造園学会、日本庭園学会理事。

会　場：水戸常陽藝文センター７階大ホール
参加費：一　　般：無料 （シンポジウムのみ参加できます。定員100名。事前申込必要）

偕楽園
（写真提供：茨城県）

小石川後楽園
（写真提供：小石川後楽園サービスセンター）

お申込み先:大会実行委員長　根岸孝雄　TEL: 
090-3207-6440    FAX: 029-252-4800 Email: 
takao@ohthuka.co.jp




